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１．概要（Summary） 

近年、機械式センサを中心に多くの分野で応用が進ん

でいる MEMS(Micro Electro Mechanical Systems)デ
バイスの中で、RF(Radio Frequency)への応用に向けて

MEMS 共振器の研究を行った。MEMS 共振器を用いて

動作が必要な時にのみ起床して不要な時にはスリープす

る機能を持つウェイクアップモジュール（WuM）への応用

を目指している。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高 速 大 面 積 電 子 線 描 画 装 置 (ADVANTEST 
F5112+VD01) 
【実験方法】 

高速大面積電子線描画装置を用いて加工を行い、

ZnO を圧電体とした圧電型 MEMS 共振器を製作した。

製作した圧電型 MEMS 共振器を Fig. 1 に示す。 

 
Fig.1 Photomicrograph of piezoelectric MEMS 
resonator  
共振器は縦 7.41 um、横 14.00 um の大きさで作製で

きた。その後ネットワークアナライザを用いて MEMS 共振

器の特性を測定した（Fig. 2）。測定の結果、共振周波数

の目標値 900 MHz に対し、観測した共振周波数は 2.12 
GHz であった。 

 

 

Fig. 2  Resonation characteristic of fabricated 
MEMS resonator 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

Fig. 3  Equivalent Circuit of MEMS regonator 
WuM への応用に向けて、Femtet と回路シミュレータ

を活用して、MEMS 共振器の等価回路のパラメータを導

く方法を確立した(Fig. 3)。また、MEMS 共振器とその他

周辺回路の値を最適化することで WuM に応用できる見

込みを得ることができた。 
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